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人と環境が調和したスマートな世界を実現するICTの研究開発の取り組み

インクルーシブなスポーツ観戦を
めざして

障がい者を含む多様な身体性を持つ
人々が一緒にスポーツ観戦を楽しむに
は，どうすれば良いでしょうか．2020
年のビッグイベントの大会ビジョンに

「多様性と調和」が掲げられたように，
近年多様性への理解がますます重要性
を帯びています．NTTサービスエボ
リューション研究所では，東京工業大
学の伊藤亜紗准教授と共同で，視覚障
がい者とのスポーツ観戦の研究に取り
組んでいます．当初研究所では，スポー
ツ観戦に関する障がい者支援の取り組
みとしてスタートしましたが，共同研
究を進めていく中で，支援というより，
違いを受け入れる，違いがあるからこ
そ新たな価値が生まれる点を意識する
ようになりました．

言葉による説明の限界

視覚障がい者のスポーツ観戦の仕方
として，もっとも一般的なものは音声
解説でしょう．実際，野球やサッカー
を音声解説で楽しむ方もいらっしゃい
ます．しかし，ある中途失明者の方は，
見えていたころは「見たままエキサイ
ティングな情景を楽しめた」ものが，

失明後は「音声解説により試合の流れ
を理解し，俯瞰的に文脈を楽しむ」も
のへと観戦行動が変容したと言いま
す．つまり卓越したプレーをそのまま
楽しめなくなっているのです．また，
競技によってはそもそも言葉による説
明に限界があります．野球のように攻
守が順番に入れ替わる競技は，音声解
説によって理解ができたとしても，テ
ニスや柔道のように目まぐるしくラ
リーや攻防が展開される競技は，動き
の迫力やリズムといった細かなディ
テールを伝えるのは難しいでしょう．

そして，スポーツ観戦における満足
度に影響を与える要因の １ つとして，

「共鳴 ・ 一体感」が重要だといわれて
います（１）．隣の観客が盛り上がったと
きに，同じタイミングで盛り上がると
いうことです．しかし，隣の人の様子
を見ることができない視覚障がい者が
周囲の観客と一体感を感じるのは難し
いでしょう．

このように，現在一般的な音声解説
には，スポーツの動きをうまく表現で
きないという問題や，視覚障がい者が
周囲の盛り上がりから取り残されると
いう問題がありました．

スポーツの身体的翻訳

そこで，私たちが生み出したのが，
スポーツで起きていることを言語では
なく身体的に表現し直し（＝翻訳），
それを視覚障がい者と共有するという
観戦方法です．これにより，言語化し
にくい動きの迫力やリズムを表現しよ
うとしました．
■テニスの場合

例えば，テニスの場合は，翻訳者（一
緒に観戦する晴眼者）と視覚障がい者
が向き合って座り，膝の上に円形の
ボードを渡して叩きながら観戦します

（図 １ ）．テニスコートに見立てた円形
のダンボールのボードを視覚障がい者
と翻訳者の膝の上に渡して置き，翻訳
者がテニスの試合を見ながら，そこで
の打球の位置と強さを反映してボード
を叩きます．ラリーが続くと，視覚障
がい者の左右の位置でボードがリズム
を持って順番に叩かれ，視覚障がい者

（全盲の方）は，まるでラリーが見え
ているかのように，首を左右に振って
ボールを追う動きが見られました．ま
た，滞空時間が長い打球では「これは
大きい……」というつぶやきが聞かれ
たりと，縦横無尽に動くラリーの空間
性を楽しむ様子が見られました．
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スポーツ ・ソーシャル ・ビュー─スポーツの本質を抽出
し身体感覚で共有するインクルーシブなスポーツ観戦

NTTサービスエボリューション研究所では，障がい者を含む多様な身体
性を持つ人々がスポーツ観戦を一緒に楽しむための研究を東京工業大学と
共同で行っています．本稿では視聴覚に限らず，触覚を活用した情報提示
について紹介します．競技の質感をとらえ，身体的に表現し，体験を共有
するという新たなスポーツ観戦手法です．
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また，この翻訳では，サーブを打つ
という物理的な動作だけではなく，
サーブの前に選手がリズムを取ってい
る様子も，トントンとボードを叩いて
表現しました．このようなリズムを
取っている様子は実際の動作としては
表れていませんが，それを翻訳者が選
手の中で起きている緊張やリズムも含
めて翻訳することで，視覚障がい者が
選手の様子を深く理解することの助け
になります．このスポーツの翻訳でも，
翻訳にうまい下手があり，視覚障がい
者の評価の高かった翻訳（感動するこ
とができた翻訳と言い換えることがで
きるかもしれません）では，たびたび

「緊迫感が感じられた」という表現が
なされました．感動とは，喜びや驚き
といった複数の感情を伴う強い情動と
されており，感動生起のプロセスの １
つとして「緊張からの緩和」が挙げら
れています（2）．スポーツ観戦において
も，応援するチームや選手への期待が
不安や緊張につながり，緊張状況から
どちらかの得点に至るという解放まで
のプロセスが，強い感情を生起させる
ことが考えられます．よって，翻訳者
と視覚障がい者が盛り上がりを同期さ
せるためには，得点などの山場だけを
伝えるのでは不十分で，そこに至るま
での状況を連続的に翻訳することが重
要であるといえます．
■柔道の場合

柔道の翻訳の場合は，手ぬぐいを
使って技の掛け合いやフェイントを表
現しました．翻訳者 2 人が手ぬぐいの
両端を持ち，視覚障がい者がその真ん
中を持ちます（図 ２ ）．翻訳者は競技
者になりきって手ぬぐいを引っ張り合
い，上下左右の動きや強さや，力の駆
け引き，重心を崩すためのフェイント
なども表現します．体験した視覚障が
い者（全盲，中途失明者の方）からは，

「布の上でもう １ つの柔道の試合が行
われていた．TVで見ていたときより
柔道を感じた」との感想を得ました．

翻訳においては，ある種の変換や解
釈が起こるため，競技を模倣しながら
も別の「出来事」が発生します．翻訳
者が感じる不安や緊張，また驚きや喜
びが翻訳表現に反映されるからです．
つまり体験者は，視覚情報を単に触覚
表現に変換された情報を伝えられてい
るのではなく，翻訳者の解釈を通じた
もう １ つの「出来事」を一緒に体験し
ているのです．これが先の柔道におけ
る「布の上でもう １ つの柔道の試合が

行われていた」という感想につながっ
たと考えられます．

実は，このような取り組みは，美術
鑑賞の分野で行われているミュージア
ム ・ ソーシャル ・ ビューにヒントを得
ています．美術鑑賞の場合は，美術作
品を前に視覚障がい者と晴眼者が対話
を行うことによってその作品の理解を
深めます．美術鑑賞とスポーツ観戦と
いう違いはありますが，両者は他者の
身体性 ・ 解釈を通して対象を深く理解
するという点で同様になります．私た
ちはこの取り組みを「スポーツ ・ ソー
シャル ・ ビュー」と名付けました．

図 1 　テニスの「翻訳」の様子

図 2 　柔道の「翻訳」の様子
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翻訳における「質感」と「実況中
継要素」

私たちは，いくつかの競技のスポー
ツ翻訳をしていく中で，翻訳の表現に
は， 2 つの要素があることに気が付き
ました． １ つは，テニスのラリーのリ
ズムやインパクト，柔道の重心の崩し
合いといった，その種目ならではの「質
感」です．もう １ つは，「実況中継的
要素」です．これは，ボールの位置や
勝ち負けなど，競技の状況を伝える情
報です．翻訳の大枠の構造としては，
実況中継要素の上に質感を乗せるイ
メージになります．テニスでは「実況
中継要素」として，ラリーでボールの
打たれる位置を叩く位置として表現し
ながら，「質感」として叩く強弱や叩
き方によって選手が球を打つインパク
トが表現されます．さらに，それは競
技によっても似ているもの，似ていな
いものがあります．テニスとバトミン
トンでは，ラリーの空間性といった実
況中継要素は近いですが，テニスボー
ルが跳ねる感じと，バドミントンのシャ
トルが風を切る質感が異なります．

このように，スポーツを質感と実況
中継要素という視点から見直すと，別
の視点でスポーツを新しく分類し直す
ことができると考えられます．そこで，
現在，スポーツを専門とする研究者に
その競技の質感，その競技を構成する
不可欠な要素を伺いながら，さらに翻
訳を深化する作業を進めています．こ
の取り組みは「見えないスポーツ図
鑑（３）」というWebサイトで公開してお
り，現在ラグビー，卓球，セーリング
の ３ 競技について紹介しています．卓
球であれば，打ち合うスピードや迫力
も大事なのですが，研究者視点では

「ボールの回転の読み合い」が重要で
あることから，打球時に円盤を用いて

回転を表現しました（図 ３ ）．また，サッ
カーとラグビーは同じような広い場所
で，ボールをめぐって展開する競技で
すが，観戦時に何が違うのかというと，
サッカーはどちらかといえば俯瞰視点
による戦術の展開こそ魅力であり，一
方，ラグビーはぶつかり合いの中の
ボールの争奪戦と展開戦で成り立ち，
力が生み出す迫力が見どころとなりま
す．ボールを取り合う競技といっても
本質を追求するとかなり違いがありま
す．このように，翻訳とは，スポーツ
の質感を取り出して新たにとらえ直す
作業ということができます．

そして，競技の質感に着目すると，
晴眼者であってもある意味，「スポー
ツは見えない」といえるのではないで
しょうか．上記のような質感を追求し
た翻訳表現によるスポーツ観戦は，視
覚障がい者のみならず，晴眼者にとっ
ても有効である可能性があります．

テクノロジとインクルーシブな観
戦体験

このようなスポーツ翻訳を通して，
視覚障がい者と晴眼者が一緒にスポー
ツ観戦を楽しむ原理がおよそ確立され
てくると，さらに時間，空間を超えて
より多くの人とスポーツ翻訳の体験を
共有したいと考えるようになりまし
た．そのときに利用したのが，触覚の
記録 ・ 再生に関するテクノロジです．

特に，これまでテニスのスポーツ翻訳
に着目し，振動の記録 ・ 再生によって 
いつでも，どこでもスポーツ翻訳を体
験できる「暗闇で感じるテニス」と「手
のひらで感じるテニス」の展示を制作
しました．
■暗闇で感じるテニス
「暗闇で感じるテニス」は，１800 

mm×900 mmサイズのテニスコートを
模したテーブルを用意し，テニスの映
像に合わせたスポーツ翻訳をそのテー
ブルの上で行います（図 ４ ）．翻訳者
はテーブルをテニスのラリーに合わせ
て叩くのですが，テーブルの裏には ４
カ所振動マイクを取り付けて，その振
動を記録します．そうして，今度はテー
ブルの裏面のマイクがあった位置に振
動スピーカーを取り付け，映像と振動
を再生します．この展示の体験者は，
テーブルの上に手のひらを置き，テー
ブルが叩かれた振動を感じます．

体験としては，小部屋に振動スピー

図 3 　�卓球の「翻訳」の様子�
（撮影：西田香織）

図 4 　「暗闇で感じるテニス」の体験の様子
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カー付きのテーブルと大画面があり，
以下の流れでテニス観戦を行います．

① 　映像，環境音，振動すべての情
報がある状態でテニス観戦をす
る（晴眼者の状態）．

② 　映像が消えて，環境音と振動の
みでテニス観戦をする（視覚を引
き算）．

③ 　映像と音が消えて，振動のみで
テニス観戦をする（視覚 ・ 聴覚を
引き算）．

このように異なる身体状況をつくり
出し，身体翻訳によるスポーツ観戦を
体験してもらいます．

体験後のインタビューでは，視覚障
がい者からは，「テニスで打ったボー
ルがどこに飛んでいくのか，初めて分
かった」といった試合状況の理解に関
するものや，「誰かと一緒に見ている
気がした」など一体感に関する感想が
得られました．一方，晴眼者からは，
体験者の半数以上から，映像 ・ 音なし
の観戦体験に関して観戦の仕方がいつ
もと「変わった」と回答がありました．
その中には，「感覚が研ぎ澄まされ，
ラリーのリズムやどこでプレーしてい
るかを，より感じる」といったテニス
の質感，つまり打球のインパクトやラ
リーの空間性の要素をより強く感じる
ものもあり，晴眼者にとっても身体的
翻訳によるスポーツ観戦が効果的であ
ることが示唆されました．
■手のひらで感じるテニス
「手のひらで感じるテニス」は，４50 

mm×３00 mmサイズのテニスコートを
模したテーブルを用意し，「暗闇で感
じるテニス」同様，テニスの映像に合
わせたスポーツ翻訳をテーブルの裏 ４
カ所に配置した振動スピーカーで再生
します（図 ５ ）．体験者はスマートフォ
ンの画面でテニスの映像を見て，ヘッ
ドフォンから流れる音を聞き，また

テーブルに置いた手のひらで競技者が
球を打つ様子を感じます．映像と音声
の再生，また電力供給はスマートフォ
ンが担います．これは「暗闇テニス」
のミニチュア版といえるもので，スタ
ジアムやパブリックビューイングサイ
トなど，外部電源が供給できない場所
や狭い場所でもスポーツ翻訳を体験で
きるものになります．

以上のように，視覚障がい者との観
戦体験を模索することにより，晴眼者
にとっても新たな観戦方法を生み出す
ことができ，インクルーシブな観戦ス
タイルへの可能性が拓けました．

今後の展開

私たちのプロジェクトは，スポーツ
を新しい視点で体系化し，新たな楽し
み方を共有したいという考えが根本に
あります．さまざまな身体的状況の人
が世の中には存在し，それらの人々が
一緒にスポーツを見るという行為をど
う考えていくのか．視聴覚に限らず感
覚のチャネルを変えることによって，
これまでとは異なるスポーツ体験や面
白さを提供できます．スポーツの世界
で新たな観戦方法を追求することはも
ちろん，この取り組みに社会的な価値
をどうつくっていくのかも併せて考え
ていきたいと思っています．
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本取り組みを行うようになってから，ラ
グビーのフィジカルコンタクトについてよ
り身近な感覚に置き換えて楽しむように
なったと思います．皆様もぜひ一度身体感
覚によるスポーツ観戦を体験してみてくだ
さい．
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図 5 　「手のひらで感じるテニス」の体験の様子


